
助成の概要と経営努力認定までの流れ
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◆助成の目的及び要件

会社の経営努力による新設・改築・修繕工事に係る費用の縮減を
助長すること

（機構法第１２条 機構の業務）

①機構が会社から引受ける債務額が助成対象基準額を下回ること

②工事に要する費用の縮減が会社の経営努力によるものであること

③申請書の記載事項が適正であること

（１）助成の目的

（２）協定で規定されている助成の要件
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◆助成の仕組み

会社への助成は、助成対象基準額を下回った額のうち、会社の経営努力による縮減と
認められる部分の１/２

債務引受限度額

助成対象基準額

インセンティブ
なしゾーン

インセンティブ・ゾーン
（会社へ助成金を交付）

経営努力
によらな
い縮減

経営努力に
よる縮減 １／２

を会社
に助成

●

機構の引受債務額

経営努力
によらな
い縮減

経営努力に
よる縮減

●

リスク・ゾーン
（会社が超過債務を負担）

１．経営努力認定に関する運用指針（会社の経営努力と認める基準）
２．高速道路会社から提出された個別の助成金交付申請書の要件適合性について
（具体の経営努力の内容）

委員会での審議内容

例えば
土質・地質の変更による減

例えば
新技術の採用による縮減

（１）助成の基本的考え方

（２）助成のイメージ
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◆ 経営努力の認定の流れ

助成金交付申請（会社→機構）
「費用の縮減が会社の経営努力によるものであることを示す書面」

会社の経営努力に関して認定（機構）

助成金交付決定（機構）

費用の縮減が会社の経営努力によるものと
認められるかについて委員会で審議
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経営努力認定に
関する運用指針

（委員会の意見を
踏まえ機構が制定）


